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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
画像処理装置であって、
　前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像に関する番組情報を取得する取得手
段と、
　前記表示画面上に表示されている映像に関する番組情報を記憶する記憶手段と、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に
、前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得手段に
より取得される電源オン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン
後の表示モードを選択する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源オフ時の映像に関
する番組情報と２つ以上一致している場合に、多画面表示モードを維持し、それ以外の場
合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
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画像処理装置であって、
　前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像に関する番組情報を取得する取得手
段と、
　前記表示画面上に表示されている映像に関する番組情報を記憶する記憶手段と、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に
、前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得手段に
より取得される電源オン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン
後の表示モードを選択する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源オフ時の映像に関
する番組情報と全て一致している場合に、多画面表示モードを維持し、それ以外の場合に
、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記多画面表示モードは１つの主画面に対応する映像信号に基づく映像と１つ以上の副
画面に対応する映像信号に基づく映像とを表示するモードであり、
　１画面表示モードに切り替える制御を行う場合に、前記制御手段は、前記主画面に対応
する映像信号に基づく映像、または前記主画面に対応する映像信号と同じ入力部に入力さ
れている映像信号に基づく映像が１画面表示モードで表示されるように制御することを特
徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、
　前記主画面に対応する映像に関する番組情報が、電源オフ時の映像に関する番組情報と
一致し、且つ、前記副画面に対応する映像に関する番組情報が、電源オフ時の映像に関す
る番組情報と異なる場合に、前記主画面に対応する映像が１画面表示モードで表示され、
　前記主画面に対応する映像に関する番組情報が、電源オフ時の映像に関する番組情報と
一致せず、且つ、前記副画面に対応する映像に関する番組情報が、電源オフ時の映像に関
する番組情報と一致する場合に、前記副画面に対応する映像が１画面表示モードで表示さ
れるように制御することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　多画面表示モードで表示されている複数の映像のうちから主画面に対応する映像を特定
する主画面特定手段を有することを特徴とする請求項３または４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記主画面特定手段は、多画面表示モードで表示されている複数の映像のうち、音声が
出力されている映像、表示画面の左上の領域に表示されている映像、または、最も表示サ
イズの大きい映像を、主画面に対応する映像と判定することを特徴とする請求項５に記載
の画像処理装置。
【請求項７】
　前記番組情報は、前記映像の番組タイトルまたはジャンルであることを特徴とする請求
項１～６のうちいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
画像処理装置であって、
　前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像のジャンル情報を取得する取得手段
と、
　前記表示画面上に表示されている映像のジャンル情報を記憶する記憶手段と、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に
、前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像のジャンル情報と、前記取得手段によ
り取得される電源オン後の映像のジャンル情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の
表示モードを選択する制御手段と、を有することを特徴とする画像処理装置。



(3) JP 5288928 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

【請求項９】
　前記制御手段は、電源オフ時に多画面表示モードで表示されていた複数の映像とジャン
ル情報が同じものが、電源オン後に入力されている複数の映像信号に基づく複数の映像に
おいて存在する場合に、多画面表示モードを維持し、それ以外の場合に、１画面表示モー
ドに切り替える制御を行うことを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、電源オフ時に多画面表示モードで表示されていた複数の映像のうちの
第１の映像のジャンル情報と、前記第１の映像の映像信号が入力されていた第１の入力部
に電源オン後に入力されている映像信号に基づく映像のジャンル情報とが異なる場合に、
前記第１の入力部とは異なる入力部に電源オン後に入力されている映像信号に基づく映像
のうち前記第１の映像とジャンル情報が同じものを、多画面表示モードにおける前記第１
の映像の代わりに表示することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記取得手段は、表示部に表示する映像に関する番組の変更、映像の表示モードの変更
、多画面表示モードにおいて表示部に表示する映像数の変更、表示部に表示する映像のチ
ャンネルの変更、画像処理装置の電源のオン、のいずれかが行われた際に、表示部に表示
する映像に関する番組情報を取得することを特徴とする、請求項１～１０のうちいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
画像処理装置の制御方法であって、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示さ
れている映像に関する番組情報を記憶手段に記憶させる工程と、
　その後電源がオンされた場合に、前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像に
関する番組情報を取得する工程と、
　前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得された
電源オン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モード
を選択する制御工程と、を有し、
　前記制御工程では、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源オフ時の映像に
関する番組情報と２つ以上一致している場合に、多画面表示モードを維持し、それ以外の
場合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理装置の制御
方法。
【請求項１３】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
画像処理装置の制御方法であって、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示さ
れている映像に関する番組情報を記憶手段に記憶させる工程と、
　その後電源がオンされた場合に、前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像に
関する番組情報を取得する工程と、
　前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得された
電源オン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モード
を選択する制御工程と、を有し、
　前記制御工程では、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源オフ時の映像に
関する番組情報と全て一致している場合に、多画面表示モードを維持し、それ以外の場合
に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理装置の制御方法
。
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【請求項１４】
　映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モード
として、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モード
と前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する
画像処理装置の制御方法であって、
　多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示さ
れている映像のジャンル情報を記憶手段に記憶させる工程と、
　その後電源がオンされた場合に、前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像の
ジャンル情報を取得する工程と、
　前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像のジャンル情報と、前記取得された電
源オン後の映像のジャンル情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選
択する工程と、を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の入力部から入力された映像信号を選択し合成して出力する画像処理装
置及びその制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　放送のデジタル化により、多チャンネル放送が行われている。多チャンネルの放送を視
聴するスタイルとして、一つの表示面に複数の画面を配置し、それぞれの画面に対して別
のチャンネルの映像を割り当てて表示するケースが増えている。例えば、図２１に示すよ
うに、テレビの表示面２０１に二つの表示領域を配置し、一方を主画面２０２、他方を副
画面２０３として二つの映像を表示する場合がある。主画面２０２にはサッカー中継を、
副画面２０３には野球中継をそれぞれ表示することで、主にはサッカー中継の視聴を楽し
みながら、野球中継の途中経過も随時確認できる。実際に表示面に複数の画面を表示でき
るテレビジョンも実用化されている。
【０００３】
　従来は、図２２Ａのように多画面で視聴していた時に電源をオフにした場合、その後電
源をオンにすると主画面２０２として表示していた映像が表示面２０１全体に表示される
ようになっていた（図２２Ｂ）。
【０００４】
　これに対して、表示面に表示している複数の画面の情報を記憶し、その情報に基づいて
多画面表示を行う技術があった（特許文献１参照）。その例を図２３に示す。図２３にお
いて、テレビの表示面２０１と重なる領域に主画面２０２が表示されており、さらに副画
面２０４～２０７が配置されている。特許文献１の装置は、主画面２０２および副画面２
０４～２０７それぞれに画像を表示させる手段と、これらの各画面の位置、大きさ、番組
の識別情報を記憶する手段を備えている。このようにすることで、記憶された各情報に基
づいて表示面２０１上に複数画面の表示状態を再現することが可能となる。
【特許文献１】特開平１１－１３６５９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以上説明した従来技術では、次のような課題があった。
【０００６】
　図２２Ａに示した従来例では、電源をオフした後電源をオンした場合に主画面２０２と
して表示していた映像が表示面２０１全体に表示される。よって、例えば多画面で視聴中
に誤操作により電源をオフしてしまうと、すぐに電源をオンにしたとしても図２２Ｂのよ
うに主画面のみの１画面で表示されてしまう。このため、継続して多画面で視聴したい場
合には多画面表示のためにユーザが画面構成を再設定する必要があった。また、野球中継
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の途中経過を随時確認しながらサッカー中継の視聴を楽しんでいる際、視聴を一時中断す
るために電源をオフして、長時間経過後に再び電源をオンしたとする。このときに、まだ
野球とサッカーが放送されていた場合でも、やはり図２２Ｂのように電源オフ時の主画面
であったサッカー中継が１画面で表示されてしまう。このため、電源オフ時と同様の画面
構成で視聴したい場合には、画面構成の再設定操作が必要であり、ユーザの負担となって
いた。
【０００７】
　特許文献１の装置では、常に記憶された情報を元に多画面表示を行うため、電源オフ時
と同じ画面構成が電源オン時に再現される。
【０００８】
　しかし、例えば野球中継の途中経過を随時確認しながらサッカー中継の視聴を楽しんで
いる際（図２４Ａ）に電源をオフし、再び電源をオンしたとき、野球中継が終了していて
他の番組が放送されていたとする。この場合でも、特許文献１の装置では、電源オフ時と
同じように、主画面２０２と、副画面２０８の２画面で表示されてしまう（図２４Ｂ）。
このように、多画面にて野球の途中経過を確認する必要がなくなったために主画面のみを
表示面に表示したいような場合には、多画面表示から１画面表示に変更する操作が必要で
あり、やはりユーザの負担となる。
【０００９】
　このような例は、電源オン時のみでなく、例えばサッカー中継と野球中継の多画面視聴
中に、野球中継が終了して他の番組が始まった場合でも同様である。この場合も多画面で
視聴する必要はなくなるが、従来の例では継続して多画面表示されるため画面構成の再設
定が必要となり、ユーザの負担が増してしまう。
【００１０】
　そこで、本発明は、多画面表示モードと１画面表示モードを有する画像処理装置におい
て、表示モードの切替および出力する映像信号の選択を自動的に行うことで、ユーザの利
便性を向上させることができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る画像処理装置は、映像信号が入力される複数の入力部を備えており、映像
信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数の映像信号に基づく映
像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映像を表示す
る１画面表示モードとを有する画像処理装置であって、前記入力部に入力されている映像
信号に基づく映像に関する番組情報を取得する取得手段と、前記表示画面上に表示されて
いる映像に関する番組情報を記憶する記憶手段と、多画面表示モード中に画像処理装置の
電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に、前記記憶手段に記憶されている電源オ
フ時の映像に関する番組情報と、前記取得手段により取得される電源オン後の映像に関す
る番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選択する制御手段と、
を有し、前記制御手段は、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源オフ時の映
像に関する番組情報と２つ以上一致している場合に、多画面表示モードを維持し、それ以
外の場合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理装置で
ある。
　また、本発明に係る他の画像処理装置は、映像信号が入力される複数の入力部を備えて
おり、映像信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数の映像信号
に基づく映像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映
像を表示する１画面表示モードとを有する画像処理装置であって、前記入力部に入力され
ている映像信号に基づく映像に関する番組情報を取得する取得手段と、前記表示画面上に
表示されている映像に関する番組情報を記憶する記憶手段と、多画面表示モード中に画像
処理装置の電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に、前記記憶手段に記憶されて
いる電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得手段により取得される電源オン後の
映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選択する制
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御手段と、を有し、前記制御手段は、前記電源オン後の映像に関する番組情報が前記電源
オフ時の映像に関する番組情報と全て一致している場合に、多画面表示モードを維持し、
それ以外の場合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴とする画像処理
装置である。
　また、本発明に係る他の画像処理装置は、映像信号が入力される複数の入力部を備えて
おり、映像信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数の映像信号
に基づく映像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映
像を表示する１画面表示モードとを有する画像処理装置であって、前記入力部に入力され
ている映像信号に基づく映像のジャンル情報を取得する取得手段と、前記表示画面上に表
示されている映像のジャンル情報を記憶する記憶手段と、多画面表示モード中に画像処理
装置の電源がオフされ、その後電源がオンされた場合に、前記記憶手段に記憶されている
電源オフ時の映像のジャンル情報と、前記取得手段により取得される電源オン後の映像の
ジャンル情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選択する制御手段と
、を有することを特徴とする画像処理装置である。
【００１２】
　本発明に係る画像処理装置の制御方法は、映像信号が入力される複数の入力部を備えて
おり、映像信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数の映像信号
に基づく映像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号に基づく映
像を表示する１画面表示モードとを有する画像処理装置の制御方法であって、多画面表示
モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示されている映像
に関する番組情報を記憶手段に記憶させる工程と、その後電源がオンされた場合に、前記
入力部に入力されている映像信号に基づく映像に関する番組情報を取得する工程と、前記
記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得された電源オ
ン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選択
する制御工程と、を有し、前記制御工程では、前記電源オン後の映像に関する番組情報が
前記電源オフ時の映像に関する番組情報と２つ以上一致している場合に、多画面表示モー
ドを維持し、それ以外の場合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを特徴と
する画像処理装置の制御方法である。
　また、本発明に係る他の画像処理装置の制御方法は、映像信号が入力される複数の入力
部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数
の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号
に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する画像処理装置の制御方法であって、
多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示され
ている映像に関する番組情報を記憶手段に記憶させる工程と、その後電源がオンされた場
合に、前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像に関する番組情報を取得する工
程と、前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像に関する番組情報と、前記取得さ
れた電源オン後の映像に関する番組情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モ
ードを選択する制御工程と、を有し、前記制御工程では、前記電源オン後の映像に関する
番組情報が前記電源オフ時の映像に関する番組情報と全て一致している場合に、多画面表
示モードを維持し、それ以外の場合に、１画面表示モードに切り替える制御を行うことを
特徴とする画像処理装置の制御方法である。
　また、本発明に係る他の画像処理装置の制御方法は、映像信号が入力される複数の入力
部を備えており、映像信号に基づく映像の表示モードとして、表示部の表示画面上に複数
の映像信号に基づく映像を表示する多画面表示モードと前記表示画面上に１つの映像信号
に基づく映像を表示する１画面表示モードとを有する画像処理装置の制御方法であって、
多画面表示モード中に画像処理装置の電源がオフされる時に、前記表示画面上に表示され
ている映像のジャンル情報を記憶手段に記憶させる工程と、その後電源がオンされた場合
に、前記入力部に入力されている映像信号に基づく映像のジャンル情報を取得する工程と
、前記記憶手段に記憶されている電源オフ時の映像のジャンル情報と、前記取得された電
源オン後の映像のジャンル情報とを比較した結果に応じて、電源オン後の表示モードを選
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択する工程と、を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、多画面表示モードと１画面表示モードを有する画像処理装置において
、表示モードの切替および出力する映像信号の選択が自動的に制御されるので、ユーザの
利便性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の実施形態に係る画像処理装置は、選択されている映像それぞれに対して、現在
と過去の映像内容情報の比較を行い、その比較の結果に応じて表示状態を自動的に制御す
る。ここで、表示状態の制御には、多画面表示モードと１画面表示モードの切り替え、表
示する映像信号（チャンネル）の選択などが含まれる。多画面表示モードとは、１つの表
示面に２以上の映像信号を同時に表示するための信号を出力する表示モードである。１画
面表示モードとは、１つの表示面に１つの映像信号のみを表示するための信号を出力する
表示モードである。映像内容情報とは、例えば放送信号の番組情報など、映像信号の内容
を表す情報であり、映像や番組の名称（タイトル）やジャンルなどが含まれている。
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００１６】
　［実施例１］
　図１は、本発明の実施例１に係る画像処理装置の構成を表すブロック図である。画像処
理装置は、表示部６に出力する映像信号を生成する装置であって、アンテナ、複数のチュ
ーナ部（入力部）１～４、映像合成部５、記憶部７、番組情報取得部８、比較部９、記憶
制御部１０を備える。アンテナで受信したデジタル放送波は、チューナ部１～４に入力さ
れる。チューナ部１～４は受信した放送波から希望のチャンネルを選局し多重分離・復号
等を行って、映像・音声信号と番組情報を取り出す。映像合成部５はチューナ部１～４で
取り出された複数の映像信号から表示する映像信号を選択して合成し出力する。表示部６
は映像合成部５から出力された合成後の映像信号を表示面に表示する。
【００１７】
　図２に映像合成部５で合成されて表示部６に出力された映像の例を示す。図２において
、表示部６の画面全体を表す表示面１０１中に、表示領域１０２および表示領域１０３が
配置され、それぞれに対応した映像が表示されている。図２の例では表示領域１０２には
サッカー中継が、表示領域１０３には野球中継が表示されている。また、本実施例では、
表示される各映像は全て同じサイズで表示される。図２の例では、表示領域１０２と表示
領域１０３は共に表示面１０１の縦横サイズに対して５０％の大きさで表示されている。
【００１８】
　図１に説明を戻すと、記憶部７は映像合成部５で映像信号を合成する際の表示面上の表
示領域に関する情報（以降、表示領域情報）を記憶する。記憶部７としては、画像処理装
置の電源切断後も記憶内容を保持可能な不揮発性の記憶媒体を好ましく用いることができ
るが、揮発性の記憶媒体を用いることもできる。番組情報取得部８はチューナ部１～４に
より取り出された番組情報の中から番組名情報を取得し、取得番組名情報として記憶部７
および比較部９に出力する。本実施例では、番組情報取得部８が本発明の映像内容情報取
得手段に対応し、比較部９が本発明の比較手段に対応する。
【００１９】
　記憶部７に記憶される情報の具体例を図３に示す。記憶手段である記憶部７には、多画
面表示モードの信号を構成する複数の映像信号のそれぞれについて、映像内容情報である
番組名などが記憶されている。図３の情報は図２の映像の例に対応している。図３におい
て、「識別番号」は各チューナ部を識別する番号である。チューナ部１には「１」、チュ
ーナ部２には「２」、チューナ部３には「３」、チューナ部４には「４」が割り当てられ
ており、識別番号「０」は、チューナが選択されていないことを示している。これらの識
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別番号に対応して、各チューナ部が選局している「チャンネル番号（Ｃｈ番号）」、番組
の「番組名情報」が記憶される。この表示領域情報は、多画面表示のオン／オフ時、画面
数／番組／チャンネルの変更時などに書き換えられ、電源オフ後も保持される。
【００２０】
　図３の例では、映像合成部５は、識別番号１および識別番号２に対応するチューナ部１
およびチューナ部２の出力を選択して合成する。識別番号３および識別番号４は記憶され
ていないため、チューナ部３およびチューナ部４の出力は合成には用いられない。
【００２１】
　再び説明を図１に戻して説明を続ける。比較部９は記憶部７に記憶されている番組名情
報と、番組情報取得部８から出力された現在の取得番組名情報を比較し、結果を記憶制御
部１０に出力する。記憶制御部１０は、比較部９による比較の結果、映像の番組名が１つ
でも異なっていた場合、表示面上に１画面で表示されるように表示領域情報を変更する。
【００２２】
　表示面上に１画面で表示されるように変更された表示領域情報の例を図４に示す。図４
に示す変更後の表示領域情報では、識別番号の「２」が「０」に変更され、番組名情報の
「野球中継」が「ＮＡ」（Ｎｏｔ　Ａｖａｉｌａｂｌｅ）に変更されている。その結果、
０以外の識別番号は１のみとなり、識別番号１に対応するチューナ部１の映像が表示面全
体に１画面で表示される。
【００２３】
　なお、識別番号２に対応する情報のうち番組名以外の情報（図４の例ではチャンネル番
号）は変更せずに残しておくとよい。これらの情報は再び多画面表示をさせる場合の初期
情報として利用することができる。
【００２４】
　以上のように構成された画像処理装置の動作手順を図５～図７のフローチャートを用い
て説明する。
【００２５】
　図５において、装置は待機状態で電源オンを待つ（ステップＳ１）。電源がオンになる
と初期設定が実行される（ステップＳ２）。初期設定の動作については図６のフローチャ
ートで説明する。初期設定が開始されると、記憶制御部１０がまず記憶部７の記憶内容を
調べる（ステップＳ２０１）。表示領域情報が記憶されていた場合は初期設定を終了する
。表示領域情報が記憶されていなかった場合、チューナ部１でチャンネル１を選局する（
ステップＳ２０２）。次に記憶制御部１０が記憶部７に識別番号１およびチューナ部１が
選局しているチャンネル番号１を書き込み（ステップＳ２０３）、初期設定を終了し、図
５のフローチャートへ戻る。
【００２６】
　初期設定が終了したら、チューナ部１～４はアンテナで受信した放送波から映像・音声
信号と番組情報を抽出する（ステップＳ３）。
【００２７】
　次に、番組情報取得部８は各チューナ部で抽出された番組情報から、放送されている番
組の番組名情報を取得する（ステップＳ４、取得工程）。そして比較部９が、表示領域情
報の番組名情報と、ステップＳ４で取得した番組名情報（以降、取得番組名情報）を比較
し、表示領域全ての番組名情報が同じであるかを判定する（ステップＳ５、比較工程）。
【００２８】
　判定した結果、１つ以上の番組名情報が異なる場合、記憶制御部１０は表示面上に１画
面で表示されるように表示領域情報を変更し（ステップＳ６、制御工程）、図７へ処理を
移す。ステップＳ５での判定の結果、全ての番組名情報が同じであった場合は表示領域情
報を変更しない。
【００２９】
　次に、図７において、映像合成部５は記憶部７に記憶された表示領域情報に基づいて入
力された映像信号を合成して出力する（ステップＳ７、制御工程）。
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【００３０】
　次に、記憶制御部１０は、ユーザ操作により多画面表示のオン／オフや画面数、チャン
ネルの変更があったか、またチャンネルの変更がなくても番組が新しく始まったかなど、
画面に関する情報が変更されたかどうかを調べる（ステップＳ８）。変更があった場合、
記憶制御部１０は、各表示領域の変更された情報を記憶部７に記憶する（ステップＳ９、
記憶工程）。情報の変更がなかった場合、表示領域情報は変更しない。
【００３１】
　そして、電源オフの指示があるかどうかを判定し（ステップＳ１０）、電源オフの指示
がなければステップＳ３に戻り処理を続け、電源オフの指示があった場合はメイン電源を
オフにして待機状態となる。
【００３２】
　以上のように本実施例では、記憶制御部１０および映像合成部５の協働により、表示モ
ードの切替および出力する映像信号の選択の制御が実現されている。すなわち、本実施例
では、記憶制御部１０および映像合成部５が本発明の制御手段に対応する。
【００３３】
　本実施例の画像処理装置での画面の変化を図２および図８で説明する。
【００３４】
　図２は前述のとおり、２画面表示で放送を視聴している状態である。ユーザの操作が行
われず、同じ番組が放送され続けているときは、図８Ａのように２画面で表示され続ける
。
【００３５】
　ここでユーザの操作により表示領域１０２のチャンネルが変更された場合、番組名が変
わるため、図５のステップＳ５の比較において番組名が異なると判定されて１画面表示に
なるように表示領域情報が書き換えられる。その結果、図８Ｂのように変更されたチャン
ネルの放送映像１０４が１画面に表示される。
【００３６】
　また、野球中継は継続して放送されているがサッカー中継が終了して別の番組になった
場合、図８Ｃのように表示面１０１にはサッカー中継終了後の放送映像１０５が１画面で
表示される。
【００３７】
　サッカー中継か野球中継のどちらか一方が終了したり、ユーザがチャンネルを変えるな
どした場合は、２画面視聴する必要がなくなる。このような場合に、本実施例によれば自
動的に１画面表示に変更される。よって、ユーザが１画面表示の指示をするような操作が
不要となり、利便性が向上する。
【００３８】
　なお、本実施例では、表示領域情報中の番組名情報と取得番組名情報を比較部９で比較
した結果、番組名情報の異なる番組が１つ以上存在する場合に１画面表示を行うが、比較
の結果、全ての番組名情報が異なっている場合にのみ１画面表示を行うようにしても良い
。また、３画面以上の多画面表示の場合に、全ての番組名情報が同じでなくても、複数の
番組名情報が同じであったときは、番組名が同じ領域のみで多画面表示するようにしても
良い。つまり、番組名情報の一致する映像信号が１つであれば当該映像信号のみを１画面
表示し、番組名情報の一致する映像信号が２以上であればそれらの映像信号を多画面表示
するのである。
【００３９】
　また、本実施例では、番組情報取得部８で取得する番組情報は番組名情報としているが
、ジャンル情報や出演者情報など他の番組情報を用いても良い。
【００４０】
　また、本実施例では、映像の入力源としてアンテナで受信された放送波を例として挙げ
ており、映像内容情報として番組情報を例として用いているが、映像内容情報を取得でき
る入力源であれば放送波でなくとも良い。
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【００４１】
　［実施例２］
　図９は、本発明の実施例２に係る画像処理装置の構成を表すブロック図である。図９に
おいて、図１と同様の構成要素には同じ番号を付している。図９は実施例１の図１に対し
て、主画面特定部１１が追加されており、また比較部９に電源オンの検出情報が入力され
るようになっている。すなわち、本実施例での番組名の比較は電源投入時のタイミングで
実施される。
【００４２】
　本実施例の表示部６に出力される映像の例を図１０に示す。
【００４３】
　実施例１では表示面１０１に表示される各映像のサイズは全て同じにしていたが、本実
施例では、各映像の表示領域の表示位置および表示サイズもそれぞれ異ならせることがで
きるようになっている。図１０の例では、表示領域１０２の表示面上の座標は上端が１６
０、左端が０であり、表示領域１０３の座標は上端が５９０、左端が１３５０である。ま
た、スピーカ（図示していない）からは表示領域１０２に表示されている映像に対応する
音声が出力されている。図１０では、出力されている音声に対応する映像が表示されてい
る表示領域に音符を付してある。
【００４４】
　図９の主画面特定部１１は、映像合成部５で合成し表示されている映像の表示領域のう
ち主画面となる表示領域を特定し、記憶部７は主画面に対応する映像信号を特定するため
の識別番号を記憶する。主画面特定部１１は、出力されている音声に対応した表示領域を
主画面とする。図１０の例では、表示領域１０２が主画面である。
【００４５】
　図１１は記憶部７に記憶される表示領域情報の例である。図１１の情報は図１０の映像
の例に対応している。実施例１の図３の表示領域情報との違いは、識別番号に対応した映
像が表示されている表示領域の「上位置」、「左位置」、「サイズ」が追加されている点
である。また、主画面の識別番号も記憶される。これらの情報は、実施例１の場合に加え
、表示領域のサイズや位置の変更時にも書き換えられる。
【００４６】
　図１１の例では、映像合成部５は、識別番号１および識別番号２に対応するチューナ部
１およびチューナ部２の出力を選択して、位置とサイズの情報に従って合成する。
【００４７】
　再び説明を図９に戻して説明を続ける。本実施例では、電源オンの検出情報を受け取っ
たとき、比較部９は記憶部７に記憶されている番組名情報と、番組情報取得部８から出力
された現在の取得番組名情報を比較し、結果を記憶制御部１０に出力する。そして、記憶
制御部１０は、比較部９による比較の結果、映像の番組名が１つでも異なっていた場合、
表示面上に１画面で表示されるように表示領域情報を変更する。
【００４８】
　以上のように構成された画像処理装置の動作手順をフローチャートを用いて説明する。
ただし、電源がオンとなってから、比較部９での比較とその結果を受けた処理の手順まで
は図５と同じであるため説明を省略する。ただし、図５のステップＳ６においては、主画
面に対応する映像（番組）が１画面表示されるように、表示領域情報の更新が行われる。
なお主画面に対応する映像(番組）が終了している場合には、その映像（番組）と同じ入
力部に現在入力されている映像（典型的には同じチャンネルの番組）が１画面表示される
。
【００４９】
　図１２はステップＳ６の次の動作以降を説明するフローチャートである。図１２におい
て、ステップＳ８およびステップＳ９までの動作は、図７と同じであるため、その後の動
作のみを説明する。
【００５０】
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　画面に関する情報の変更に対する処理の後、ユーザ操作などにより主画面変更の要求が
あるかを調べる（ステップＳ１１）。
【００５１】
　主画面の変更指示があった場合は、主画面特定部１１において主画面を特定し、記憶部
７に記憶する（ステップＳ１２）。主画面の変更指示がなかった場合は表示領域情報は変
更しない。
【００５２】
　そして、電源オフの指示があるかどうかを判定し（ステップＳ１３）、電源オフの指示
がなければステップＳ７に戻り処理を続け、電源オフの指示があった場合はメイン電源を
オフにして待機状態となる。
【００５３】
　本実施例の画像処理装置での画面の変化を図１０および図１３Ａ～図１３Ｃを用いて説
明する。
【００５４】
　図１０は前述のとおり、２画面表示で放送を視聴している状態である。図１３Ａは、図
１０の状態で電源をオフして、３０分後に電源をオンしたときに、サッカー中継と野球中
継が共に継続して放送されていた場合の表示画面例である。この場合は、電源オン時には
最初から表示領域１０２と表示領域１０３の２画面で表示される。したがって、電源をオ
フする前と同じ内容の放送が継続している場合には、多画面の視聴を継続することができ
、ユーザが多画面表示の指示をするような操作が不要となり、利便性が向上する。
【００５５】
　電源をオンにしたとき、サッカー中継は継続して放送されているが野球中継が終了して
いた場合、図１３Ｂのように表示面１０１には主画面である表示領域１０２のサッカー中
継の映像が１画面で表示される。
【００５６】
　また、電源をオンしたとき、野球中継は継続して放送されているがサッカー中継が終了
していた場合、図１３Ｃのように表示面１０１にはサッカー中継終了後の放送映像１０５
が表示される。電源をオンしたとき、サッカー中継か野球中継のどちらか一方が終了して
いた場合は、２画面視聴する必要がなくなるが、本実施例によれば自動的に１画面表示に
することができ、ユーザが１画面表示の指示をするような操作が不要となり、利便性が向
上する。
【００５７】
　なお、本実施例では、表示領域情報中の番組名情報と取得番組名情報を比較部９で比較
した結果、１つ以上の番組名情報が異なっていた場合に主画面のみの１画面表示を行うが
、全ての番組名情報が異なっている場合にのみ１画面表示を行うようにしても良い。また
、主画面の番組名情報が異なっていた場合や副画面の番組名情報が異なっていた場合のみ
１画面表示を行うようにしても良い。
【００５８】
　また、主画面特定部１１にて主画面と判定する条件として、出力されている音声に対応
した表示領域を主画面とするようにしているが、左上の表示領域や最も表示サイズの大き
い表示領域を主画面とするなど、他の方法で主画面を特定しても良い。
【００５９】
　［実施例３］
　図１４は本発明の実施例３に係る画像処理装置の構成を表すブロック図である。
【００６０】
　図１４は、実施例２の図９と比べて、比較部９の比較結果が主画面特定部１１に入力さ
れている点が異なる。
【００６１】
　本実施例においては、表示領域情報中の番組名情報と取得番組名情報を比較部９で比較
した結果、主画面の番組名情報が異なっているが副画面の番組名情報が同じである場合、
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主画面特定部１１がその副画面を主画面に変更し、１画面表示を行うようにする。
【００６２】
　このような動作手順について図１５のフローチャートを用いて説明する。図１５は電源
がオンとなってから表示領域の情報を設定するまでの手順を示しており、表示領域の情報
を元に映像を合成する処理以降の手順については、図１２と同様である。また、図１５で
は、番組情報取得部８が番組名情報を取得する（ステップＳ４）までの手順は図５と同じ
である。
【００６３】
　放送されている番組の番組名情報を取得後、比較部９は、まず表示領域情報中の主画面
の番組名情報と、対応する取得番組名情報を比較する（ステップＳ１４）。番組名情報が
異なっていた場合、比較部９は、さらに副画面について番組名情報を比較する（ステップ
Ｓ１５）。副画面の番組名情報が同じであった場合、主画面特定部１１は、その画面を主
画面として特定し、記憶部７に記憶する（ステップＳ１６）。そして、記憶制御部１０は
主画面の映像信号が表示面上に１画面で表示されるように表示領域情報を変更する（ステ
ップＳ１７）。ステップＳ１５において副画面の番組名情報が異なっていた場合も１画面
表示を行うためステップＳ１７を実行する。
【００６４】
　ステップＳ１４で主画面の番組名情報が同じであった場合、比較部９は、さらに副画面
について番組名情報を比較する。副画面の番組名情報が異なっていた場合ステップＳ１７
を実行する。副画面の番組名情報が同じであった場合は記憶部７の情報は変更せず、図１
２の処理に移る。すなわち、主画面の番組名情報も副画面の番組情報も変更がない場合に
は、多画面表示モードが維持される。
【００６５】
　ここで、ステップＳ１６とステップＳ１７での記憶部７の情報の推移を、図１６Ａ、図
１６Ｂを用いて説明する。
【００６６】
　図１６Ａは、電源をオフする直前の記憶部７に記憶された表示領域情報である。識別番
号１に対応する表示領域でチャンネル２を視聴しており、番組名はサッカー中継である。
また、識別番号２に対応する表示領域ではチャンネル５を視聴しており、番組名は野球中
継である。このとき主画面は識別番号１に設定されている。
【００６７】
　電源オフとした後、再び電源をオンした際、チャンネル２が次の番組に移行しており番
組名が異なっていた場合の例が図１６Ｂである。図１６Ｂでは、主画面が識別番号２に設
定され、識別番号２に対応する表示領域の位置、サイズ情報が書き換えられている。また
、識別番号が１であった部分が０に書き換えられている。この情報を元に映像合成部５が
映像を合成することで、電源オフ時に副画面であった映像が主画面となり１画面で表示さ
れる。
【００６８】
　このときの表示面の状態を図１７Ａ、図１７Ｂに示す。図１７Ａは電源オフ前の表示状
態であり、表示面１０１上の表示領域１０２に主画面であるサッカー中継が、表示領域１
０３に副画面である野球中継が表示されている。電源オン後、サッカー中継が終了してお
り、野球中継が継続されていた場合、図１７Ｂのように表示領域１０３の野球中継が１画
面で表示される。
【００６９】
　以上のように本実施例３では、主画面の番組名が電源オフ時と電源オン時で異なった場
合でも、副画面の番組名情報が同じであれば、電源オフ時に視聴していた番組を継続して
視聴できるという効果がある。
【００７０】
　［実施例４］
　図１８は本発明の実施例４に係る画像処理装置の構成を表すブロック図である。本実施
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例の装置は、実施例２の図９と比べて、検索部１２が追加されている。
【００７１】
　本実施例における番組情報取得部８では番組のジャンル情報を取得し（取得ジャンル情
報）、記憶部７には実施例１の番組名の代わりにジャンル情報を記憶する。比較部９では
ジャンル情報を用いて電源オフ時と電源オン時の差を比較する。
【００７２】
　本実施例の動作手順についてフローチャートを用いて説明する。図１９は電源がオンと
なってから表示領域の情報を設定するまでの手順を示しており、表示領域の情報を元に映
像を合成する処理以降の手順については、図１２と同様である。また、図１９では、チュ
ーナ部１～４が映像・音声信号と番組情報を抽出する（ステップＳ３）までの手順は図５
と同じである。
【００７３】
　抽出された番組情報から、番組情報取得部８は番組のジャンル情報を取得する（ステッ
プＳ１９）。比較部９は各表示領域について、記憶部７に記憶された表示領域情報のジャ
ンル情報と取得ジャンル情報を比較し（ステップＳ２０）、ジャンル情報が異なれば、検
索部１２が他のチャンネルの番組情報からジャンル情報を取得する（ステップＳ２１）。
他のチャンネルの情報の入手方法は、空いているチューナがある場合はそれを用いて取得
しても良いし、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）などの番
組情報を蓄積してあればそれを用いても良い。
【００７４】
　さらに検索部１２は同じジャンルの番組があるかどうかを検索する（ステップＳ２２）
。同じジャンルの番組があれば、検索部１２は、その番組が放送されているチャンネル番
号を取得し、対象となる表示領域に対応するチャンネルを、このチャンネルに変更する（
ステップＳ２３）。同時に記憶制御部１０が表示領域情報のチャンネル番号およびジャン
ル情報を書換え（ステップＳ２４）、図１２に処理を移す。
【００７５】
　ステップＳ２２の検索の結果、同じジャンルの番組がなかった場合、記憶制御部１０は
表示面上に主画面が１画面で表示されるように表示領域情報を変更し（ステップＳ２５）
、図１２に処理を移す。
【００７６】
　ここで、ステップＳ２２からステップＳ２４までの記憶部７の情報の推移を、図２０Ａ
、図２０Ｂを用いて説明する。
【００７７】
　図２０Ａは、電源をオフする直前の記憶部７に記憶された表示領域情報である。識別番
号１に対応する表示領域でチャンネル２を視聴しており、ジャンルはスポーツのサッカー
である。識別番号２に対応する表示領域ではチャンネル５を視聴しており、ジャンルはス
ポーツの野球である。
【００７８】
　ステップＳ２４で表示領域情報を書き換えた後の記憶部７に記憶された情報が図２０Ｂ
である。図２０Ｂでは、電源オフ時と同じジャンルが別のチャンネルで見つかった場合の
例であり、識別番号１に対するチャンネル番号が８に変更されているが、ジャンルは同じ
ままである。
【００７９】
　以上のように、本実施例４によれば、電源オフ時に視聴していた番組が終了していた場
合でも、他のチャンネルで同じジャンルの番組が放送されていれば、その番組を視聴する
ことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】図１は実施例１の画像処理装置の構成を表すブロック図である。
【図２】図２は実施例１の多画面表示の表示例である。
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【図３】図３は実施例１の記憶部７の情報の例である。
【図４】図４は実施例１の記憶部７の変更後の情報の例である。
【図５】図５は実施例１の動作の一部を説明するフローチャートである。
【図６】図６は実施例１の初期設定の動作を説明するフローチャートである。
【図７】図７は実施例１の動作の一部を説明するフローチャートである。
【図８】図８Ａ～図８Ｃは実施例１の画面の変化例である。
【図９】図９は実施例２の画像処理装置の構成を表すブロック図である。
【図１０】図１０は実施例２の多画面表示の表示例である。
【図１１】図１１は実施例２の記憶部７に記憶される情報の例である。
【図１２】図１２は実施例２の動作の一部を説明するフローチャートである。
【図１３】図１３Ａ～図１３Ｃは実施例２の画面の変化例である。
【図１４】図１４は実施例３の画像処理装置の構成を表すブロック図である。
【図１５】図１５は実施例３の動作の一部を説明するフローチャートである。
【図１６】図１６Ａ、図１６Ｂは実施例３の記憶部７の情報の例である。
【図１７】図１７Ａ、図１７Ｂは実施例３の画面の変化例である。
【図１８】図１８は実施例４の画像処理装置の構成を表すブロック図である。
【図１９】図１９は実施例４の動作の一部を説明するフローチャートである。
【図２０】図２０Ａ、図２０Ｂは実施例４の記憶部７の情報の例である。
【図２１】図２１は従来の多画面表示の例である。
【図２２】図２２Ａ、図２２Ｂは従来の多画面表示可能なテレビでの表示画面の変化例で
ある。
【図２３】図２３は従来の多画面表示の例である。
【図２４】図２４Ａ、図２４Ｂは従来の表示画面の変化例である。
【符号の説明】
【００８１】
１～４　チューナ部
５　映像合成部
６　表示部
７　記憶部
８　番組情報取得部
９　比較部
１０　記憶制御部
１１　主画面特定部
１２　検索部
１０１　表示面
１０２～１０５　表示領域
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